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安静覚醒時の脳波は 2 5 秒間の記録では定常であり， 50 秒間の記録では非定常なものが現われる。
閉眼時の脳波は 1 0 ヘルツ近傍の周波数をもっアルファ波を示す。開眼により，アルファ波は抑制
され，小振幅の 1 1 ヘルツ近傍の周波数の脳波となる。このような脳波の推移過程において，脳波の
振幅と中心周波数の変化はヒステリシス・ループを画き，閉眼時，開眼時の脳波はこのループ上の安
定点を与える。
アルファ波は光刺激によっても遮断され，精神作業などによって抑制される。このようなアルフア
波遮断過程，抑制過程においても，アルファ波の振幅と中心周波数の移動は観察され，開眼，閉眼時
にみられるアルファ波過程と同様なモデルによって説明されることを示した。
また，異常脳波の代表的な例であるてんかん脳波の腺波発生時における動的性質を数式モデルによ
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論文の審査結果の要旨
本論文は，非定常過程とみられる脳波の統計的性質を解析したもので，その結果は次のようにまと
められる。
まず，脳波の非定常性を検討し，この解析に非定常パワー・スペクトルを適用する時の問題を論じ，
非定常パワー・スペクトルの推定の具体的方法を示した。
次に，これを用い，開眼，閉眼に伴う脳波の変化，光刺激に対する脳波の変化，暗算作業に伴う脳
波の変化の詳細を明らかにした。
以上は，脳波の非定常過程についての詳細な動的性質をはじめて明らかにしたもので，学術上有意
義であり，博士論文として価値あるものと認める。
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